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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

１
１
０
番  

だ
よ
り

牛
尾
校
区
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

卒業生名簿を入手
して電話してくる
みたいだぞ !!

まずは相談 !!

伊佐警察署
☎ 0995
22-0110

そ
の
電
話
、
そ
の
話
、
詐
欺
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

「示談金を払わないといけない」

「慰謝料の請求を受けている」

「風邪で声が変わった」

「電話番号を変えた」

　　という子供からの電話

「外国紙幣、社債を購入しませんか」

「２倍で買い戻しますよ」

　　　　　　などという
　　　　　　うまい儲け話

すでに被害が出ています !!

「牛尾校区夏祭り」
　牛尾校区にはこれまで子どもから高齢者までが参加し触れ合う
校区全体としての活動がなかったことから、「校区夏祭り」構想
が生まれた。
　６月、地域から選出された実行委員で、舞台、屋台、会場の３
つの部門に分かれ協議が始まった。
　私たちは、大がかりな祭りではなく、「校区民が参加して楽し
む祭り」を基本に、帰省客の参加を見込んでお盆前の日曜日に設
定し、会場の配置や出店についても一体感が出るよう協議を進め
ていった。
　すると、これまでコミュニティ活動に携わったことがない人か
らも次々とアイデアが出始め、校区内にある５つの地区全てから
出店希望があるなど、校区の総意による祭りへと進んでいった。
　当日、朝から降り続いた雨も夕方には上がり、舞台ではスイカ
の早食いやビールの早飲みといった昔懐かしい催しもあり、雨上
がりの夜空に大きな歓声が上がった。子どもの出し物や浴衣コン
テストがあればよかったなどといった反省も聞かれる一方で、帰
省客からの「懐かしい顔に会えた」との声や、来年は「８月 11
日だね」という声が、祭りの成功を物語っていた。
　音響や電気のほか司会など、地域の人材の豊富さに驚き、一つ
のことに校区が取組むことのすばらしさを実感した祭りだった。

（校区役員Ｙさん）

　
　
　　

昨
年
８
月
、
校
区
振
興
計
画
に
よ
り

新
た
に
夏
祭
り
を
立
ち
上
げ
た
牛
尾
校

区
、「
祭
り
」
の
必
要
性
と
開
催
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。



市役所のほうから
まいりした。

水道の点検
をさせてく
ださい。

　
　
　
　
　
　
・
買
い
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
・
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
・
お
帰
り
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
・
今
後
、
勧
誘（ 

電
話
）

　
　
　
　
　
　
　
は
二
度
と
し
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い

効果的な
断りの言葉
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

︽
水
道
工
事
な
ど
︾

　
作
業
服
を
着
た

り
腕
章
を
つ
け
た

り
し
て
水
道
事
業

者
に
な
り
す
ま
し
、

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
や
給
水
管
の
洗
浄
、

給
水
用
具
の
点
検
を
行
う
な
ど
簡
単
な

作
業
を
行
っ
た
後
に
高
額
の
代
金
を
請

求
す
る
、
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
修
理

や
点
検
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
、
と

い
っ
た
相
談･

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は
、
市
水
道

　
課
☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２
、１

　
２
９
３
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︽
屋
根
工
事
︾

　
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
と
い
う
業

者
か
ら
無
料
で
屋
根
を
見
て
あ
げ
る
と

勧
誘
が
あ
り
、
見
て
も
ら
っ
た
。
屋
根

が
傷
ん
で
い
て
今
度
雨
が
降
っ
た
ら
大

変
だ
と
契
約
を
せ
か
さ
れ
、
不
安
に

な
っ
て
高
額
な
契
約
を
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
床

下
換
気
扇
、
浄
水
器
、
消
火
器
、
ふ
と

ん
な
ど
の
相
談
が
多
い
よ
う
で
す
。

悪
質
な
点
検
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ア
ド
バ
イ
ス

○
無
料
で
点
検
と
言
わ
れ
て
も
、
安
易

　
に
依
頼
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
突
然
訪
問
し
て
き
て
、
そ
の
場
で
契

　
約
を
迫
る
よ
う
な
業
者
や
、
次
々
に

　
契
約
さ
せ
る
業
者
に
は
注
意
し
ま
し

　
ょ
う
。

○
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
複
数
の
業
者

　
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
断
り

　
ま
し
ょ
う
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
日
本
経
済
の

再
生
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
を

迫
ら
れ
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
女
性
が

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
そ

の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

で
は
「
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
、

特
に
、
女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
」
を
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
個
人
に
よ
る
も
の
で
未
発
表
の
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限
　

2
月
28
日
（
木
）
必
着

応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
１
通
に

１
作
品
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

次
の
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
50

平
成
25
年
度
　
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
!!

応
募
先

〒
１
０
０
―
８
９
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
―
６
―
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集
係
」
あ
て

０
３
・
３
５
８
１
・
９
５
６
６

　https://form
.cao.go.jp/gender/

opinion-0076.htm
l

一
人
で
悩
ま
ず

　
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
２
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０



の
実
話
や
、
命
を
落
と
す
瀬
戸

際
で
助
か
っ
た
人
た
ち
の
お
話
、

ま
た
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
お
手
紙
な
ど
を

も
と
に
、『
命
の
大
切
さ
』
を

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
お
話
が
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

「生きる権利の大切さ」

♥♥♥ 命の番人からのメッセージ
～本当はみんな生きたいんや～

講師　茂
し げ

　幸
ゆ き お

雄  氏　（NPO 法人　心に響く文集・編集局　代表理事）

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
伊
佐
市
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
人

権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
何
気
な
い
日

常
の
大
切
さ
、
人
と
人
の
絆
の

大
切
さ
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
福

に
生
き
る
権
利
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
講
演
会
に
、
茂
幸
雄

氏
を
お
迎
え
し
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
茂
氏
は
元
警
察

官
で
、
自
殺
多
発
地
で
あ
る
福

井
県
の
「
東
尋
坊
」
を
管
轄
す

る
三
国
警
察
署
副
署
長
を
勤
め

ら
れ
、
定
年
退
職
さ
れ
た
後
、

『
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
救

援
・
支
援
活
動
を
』
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
員
た
ち
と
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
な
ど
を
続
け
、
活
動
拠
点
の

茶
屋「
心
に
響
く
お
ろ
し
も
ち
」

を
開
業
、
こ
れ
ま
で
に
３
０
０

人
以
上
の
人
の
話
に
耳
を
傾
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
人
生
の
ど

ん
底
か
ら
立
ち
直
っ
た
人
た
ち

日　時　２月 17日（日）
場　所　菱刈環境改善センター
　　　　（多目的ホール）

   9:00 ～　受付
   9:30 ～　人権作文入賞者紹介・人権作文朗読
10:30 ～　講演会
11:50 ～　閉会

福井県にある東尋坊では、過去 30 年間
に 650 人以上、ここ 10 年間に 200 人が
飛び込み自殺をして亡くなっていました。
茂さんはこの現状を愁い、平成 16 年４
月にＮＰＯ法人を設立、自殺を考えてい
る人と水際で遭遇し、人生再出発のため
の各種支援活動をしています。

　
　

　

　　　講演会

　
　

　

  こ
ころの健康づくり



ISA City Public Relations  2013.02.01　　14

南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 10

　

　

レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

あま酒

〈作り方〉　
①餅米を洗い、一晩水につけ、炊く。
②①を餅つき機に入れて餅をつく。
③餅がつきあがったら麹を入れ、餅が切
　れるまで、よくこねる。
④③を容器に入れ、毎日かき混ぜる。

※１週間程度で飲めるようになります。

｢ 米から作る自然飲料」生

あ
ま
酒

Vol.28

〈材　料〉
餅米　　　３kg
麹　　　　１kg

　
昨
年
12
月
７
日
金
曜
日
17
時

18
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
Ｍ
7
・
３
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
庁
舎
で
作
業
を
し
て

い
る
と
、
地
鳴
り
が
起
こ
り
、

大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。
事
務
所

の
棚
か
ら
物
が
落
ち
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
揺
れ

て
い
る
時
間
が
長
く
、
恐
怖
を

感
じ
ま
し
た
。
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
、
町
内
の
幹
線
道
路
も

通
行
止
め
と
な
り
、
一
時
、
騒

然
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
職
員
が
家
族
に
連
絡
し
、
避

難
を
呼
び
か
け
、
家
族
の
居
場

所
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
結

局
、
南
三
陸
町
で
は
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
で
し
た
が
、
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
ど
う
行

動
す
べ
き
か
想
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
12
月
29
日
土
曜
日
に
は
年
の

瀬
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
「
お
す
ば
で
福
興
市
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
お
す
ば
で
祭

り
に
来
る
と
、
い
よ
い
よ
正
月

を
迎
え
る
気
分
に
な
る
と
地
元

の
方
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
お
す
ば
で
」
と
は
、

三
陸
沿
岸
部
で
酒
の
肴
、
お
つ

ま
み
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

年
越
し
用
品
や
お
正
月
品
の
ほ

か
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
海
産

物
や
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る

テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、
大
勢
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　（
上
田
恒
静
） ▲「おすばで福興市」の様子
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
私と踊って　恩田  陸　（出版：新潮社）
　稀代の舞踏家、ピナ・バウシュをモチーフ
に舞台を見る者と見られる者の抜き差しなら
ない関係をロマンティクに描いた表題作をは
じめ、全 19 編を収録。　　　

（新刊全点案内より引用）

【２月の休館日】
２月    ４日（月）・   12 日（火）
　　18 日（月）・    25 日（    月）  

【　児　童　】
オニたいじ 竹内通雅
ねむりひめ 荒井良二
富士山うたごよみ Ｕ . Ｇ . サトー
いいこでねんね デヴィッド・エズラ・シュタイン
いじわる せなけいこ

【　一　般　】
展覧会いまだ準備中 山本幸久
読まずにはいられない 北村薫
かんかん橋をわたったら あさのあつこ
ジョン・マン　清雲編 山本一力
信長影絵 津本陽

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど
ブックスタート
日　時　２月 23 日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　大口ふれあいセンター１階和室
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の披露、幼児期での絵本の紹介など。
対象者　市内在住の 2 歳未満の赤ちゃんとその保護者及び
　　　　出産予定の人
※参加につきましては 2 月 22 日（金）17 時までにご連絡ください。

【図書館へ献本】
水間良裕さん　（鹿児島市）
永山保雄さん　（尾之上）




